
高等学校教育の在り方ワーキンググループ

中央教育審議会個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた学校教育の在り方に関する特別部会に、今後の高等学校のあるべき
姿（グランドデザイン）を検討する高等学校教育の在り方ワーキンググループを設置。

〇 高校進学率が99％に達し、高校生の多様化が更に進み、高校の在り方も極めて多様になっている中で、成人年齢は18歳に引き下げられた。
〇 義務教育における不登校の大幅かつ継続的な増加。一方で高校生の不登校、中退率は減少しているが、私立広域通信制を中心とした通信
制高校の在籍者は大幅に増加。

〇 近年の出生数減少により、15歳人口の更なる減少が確定しており、その後も更に出生数は減少することが予想される。現状でも、生徒数の減少
により過疎・中山間地域・離島等を中心に高校の存続が困難となっているが、今後は更に、全国各地で高校の維持が極めて困難となることが予
想される。

〇 高校教育段階での学びの満足度の低下や、18歳の自己肯定感等が国際比較で非常に低いといった課題を打破するとともに、Society5.0、
DX等の社会構造の変化を踏まえ、予測不可能な時代の中で求められる人材育成（社会課題解決、探究・STEAM教育、グローバル、文理横
断等）への対応が必要。
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検討の背景

（計1５名）
①高等学校教育の在り方について（「共通性」と「多様性」の観点
からの検討）

②少子化が加速する地域における高等学校教育の在り方に
ついて

③全日制課程・定時制課程・通信制課程の望ましい在り方に
ついて

④社会に開かれた教育課程の実現、探究・文理横断・実践的な
学びの推進について 

⑤その他
中間まとめはこちらから
ご覧いただけます。→

1

令和５年 1 2 月 1 3 日
第130回教育課程部会
資 料 ７ － １


	スライド番号 1

